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－１－

　

曳
山
博
物
館
で
は
、
七
月
十
九
日
（
木
）
か
ら

九
月
二
日
（
日
）
ま
で
、
企
画
展 

曳
山
を
彩
る

絵
師
た
ち
② 

「
沢
宏
靭
（
さ
わ
こ
う
じ
ん
）」
を

開
催
し
ま
す
。

　

沢
宏
靱
（
一
九
〇
五
～
八
二
）
は
、
大
正
～
昭

和
時
代
に
活
躍
し
た
日
本
画
家
で
、
滋
賀
と
京
都

で
活
躍
し
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
曳
山
博
物
館
に
収
蔵
展
示
中
の
曳
山
・
萬

歳
樓
の
胴
幕
「
雅
楽
楽
器
尽
図
」
は
、
昭
和
五
十

八
年
（
一
九
八
三
）
に
新
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

下
絵
を
描
い
た
の
が
沢
宏
靭
で
す
。

　

幼
少
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
長
浜
尋

常
高
等
学
校
卒
業
後
に
京
都
に
出
て
、
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
京
都
画
壇
の
重
鎮
・
西
山
翠
嶂
（
一
八

八
〇
～
一
九
五
八
）
の
内
弟
子
と
な
っ
た
宏
靭
は
、

翠
嶂
か
ら
本
格
的
な
日
本
画
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

人
物
・
風
景
画
等
に
抜
群
の
腕
を
振
る
っ
た
師
匠

の
画
技
を
か
な
り
習
得
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
長
浜
周
辺
に
残
さ
れ
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

七
月
十
九
日
（
木
）
～
九
月
二
日
（
日
）

開
催
期
間

企
画
展

さ
わ 

こ
う
じ
ん

曳
山
を
彩
る
絵
師
た
ち
②

沢 

宏
靭

萬歳樓胴幕

こ
の
胴
幕
の

下
絵
を
描
い
た

長
浜
生
ま
れ
の

絵
師
で
す
！

だより曳博
ひ き は く
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－２－

　

曳
山
博
物
館
の
館
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
大

役
に
対
し
て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
長
浜
曳
山
祭
は
、
四
〇
〇
年
以
上
町
民
に
愛

さ
れ
、
親
し
ま
れ
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
文
化
伝
承
行
事
で
あ

り
ま
す
。
毎
年
桜
の
花
が
咲
き
誇
る
頃
、
シ
ャ
ギ
リ
の
音
と
と
も

に
町
中
に
響
き
渡
り
、
心
躍
る
子
ど
も
歌
舞
伎
の
練
習
風
景
が
あ

ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
祭
り
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

シ
ャ
ギ
リ
、
役
者
、
若
衆
と
祭
り
を
通
じ
て
、
地
域
の
町
民
と
親

密
に
な
り
、
や
が
て
、
祭
り
を
運
営
し
て
地
域
の
文
化
伝
統
を
育

み
活
性
化
に
繋
げ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
祭
り
の
み
な
ら
ず
地

域
の
社
会
風
土
、
文
化
の
向
上
に
も
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
評
価
さ
れ
、
平
成
二
十
八
年
度
長
浜
曳
山
祭

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
益
々
全
国
に
そ
の
名
実

を
発
揮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
伝
統
あ
る
長
浜
曳
山
祭
を
未
来
に
継
承
し
て
い
く
た

め
に
山
組
を
始
め
、
地
域
住
民
、
行
政
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

祭
り
の
あ
り
方
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
浜
市
曳
山
博
物
館

　
　

館
長　

岡
本 

保
男

着
任
ご
挨
拶

長
浜
市
立
西
中
学
校
「
曳
山
文
化
教
室
」

長
浜
曳
山
文
化
協
会 

伝
承
委
員
会 

支
援

　
　
月　

  

日
実
施

15

４
　

長
浜
曳
山
祭
の
本
日
（
四
月
十
五

日
）
長
浜
市
立
西
中
学
校
一
学
年
総

合
学
習
「
長
浜
曳
山
文
化
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

曳
山
公
開
中
の
山
蔵
や
曳
山
博
物

館
修
理
ド
ッ
ク
で
は
、
伝
承
委
員
に

よ
っ
て
曳
山
の
飾
金
具
や
彫
刻
な
ど

に
つ
い
て
の
解
説
を
行
い
、
生
徒
の

皆
さ
ん
に
は
曳
山
の
中
に
棲
む
生
き

物
を
探
す
ク
イ
ズ
を
解
い
て
、
曳
山

の
構
造
な
ど
を
学
習
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

平成３０年４月１５日実施

昨年度の活動の一部（くじ取り体験、裸参り体験、博物館探検、曳山ワークショップ蒔絵）



三
役
修
業
塾
定
期
発
表
会

－３－

　

昨
年
度
か
ら
、
曳
山
博
物
館
は
少
し
ず

つ
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

曳
博
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

今
後
も
曳
山
博
物
館
の
進
化
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

ＮＥＷ

１
看
板

玄
関
に
設
置
。

企
画
展
の
情
報
や
、展
示
中
の
曳
山
、

入
館
料
金
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
ご
案
内
。

玄関前
デジタルサイネージ

大手門通り商店街

ＮＥＷ

3
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

日
本
語
・英
語
・中
国
語
（
繁
体
字
）
の

３
種
類
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
！

ＮＥＷ

2
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

外国語ページ対応。
英語・韓国語・中国語（繁体字・簡体字）

旧ページ

スマートフォンからも
　　　見やすくなりました！

　

長
浜
曳
山
祭
の
子
ど
も
歌
舞
伎
に
と
っ
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
「
三
役
」。
三
役
と
は
「
振
付
」「
太
夫
」

「
三
味
線
」
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

三
役
修
業
塾
は
平
成
三
〇
年
七
月
二
十
二
日
（
日
）

と
、八
月
二
十
六
日
（
日
）
に
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

八
月
の
発
表
会
は
、
振
付
部
門
の
初
め
て
の
発
表
会

と
な
り
ま
す
。※

浴
衣
を
着
て
上
演
し
ま
す
。

　

詳
細
は
曳
山
博
物
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
（
℡ 

６
５-

３
３
０
０
）

振付部門 稽古のようす（平成３０年５月２７日）

義太夫部門 発表会のようす(平成３０年２月１８日)〈
義
太
夫
指
導
〉
豊
澤 

千
賀
龍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊
澤 

賀
祝

〈

振

付

指

導

〉

岩
井 

小
紫

七
月
二
十
二
日
（
日
）

八
月
二
十
六
日
（
日
）

時　

間　

午
後
二
時
よ
り
（
一
時
間
程
度
）

会　

場　

伝
承
ス
タ
ジ
オ

入
場
料　

無
料　

申
込
不
要

日　

程



展
示
の
お
知
ら
せ

曳山博物館
N  A  G  A  H  A  M  A       H  I  K  I  Y  A  M  A       M  U  S  E  U  M

ON THE CROSSROAD OF OTEMON St. AND HAKUBUTSUKAN Ave.

発行日:平成３０年６月１５日

曳山の展示次回企画展

【
翁　

山
、
常
磐
山
】

曳
山
二
基
公
開

　

月　

日

　

月　

日
～

１

７

23

４

【
孔
雀
山
、
萬
歳
樓
】

曳
山
二
基
公
開

曳
山
を
彩
る
絵
師
た
ち
②
「
沢
宏
靭
」

　

月　

日

　

月　

日
～

30

９

２

７

　

月
２
日

　

月　

日
～

９

19

７

－４－

平
成　

年
、
長
浜
曳
山
祭
の
出
番
山
が
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

３１

　

「
曳
山
博
物
館
山
組
マ
ン
ス
リ
ー
」
と
は
、
一
か
月

ご
と
に
、
各
山
組
が
担
当
し
て
、
博
物
館
を
活
用
し
、

来
館
者
に
曳
山
祭
・
ユ
ネ
ス
コ
登
録
を
独
自
の
視
点

か
ら
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
く
企
画
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
発
信

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
も
十
一
月
ま
で
担

当
予
定
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

曳
山
博
物
館
へ
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
！

　

曳
山
博
物
館
の
無
料
ス

ペ
ー
ス
「
市
民
サ
ロ
ン
」

を
活
用
し
て
の
展
示
、
山

組
の
方
に
よ
る
展
示
説

明
、
駅
や
慶
雲
館
な
ど
町

の
中
で
シ
ャ
ギ
リ
を
披
露

し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
多

く
の
方
に
ま
つ
り
の
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

で
す
。

山
組
マ
ン
ス
リ
ー

月
替
わ
り
で
山
組
が
Ｐ
Ｒ

曳
山
博
物
館

　

今
年
度
も
第
一
回
目
の
長
浜
曳
山
祭
行
事
・
曳
山
保
存
専

門
委
員
会
が
五
月
十
七
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、
今
後
の
曳

山
修
理
保
存
に
つ
い
て
、
専
門
の
先
生
方
か
ら
ご
指
導
い
た

だ
き
、
協
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
長
浜
曳
山
祭
行
事
・
曳
山
保
存
専
門
委
員
会
」
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
見
地
か
ら
長
浜
曳
山
祭
の
諸
行
事
及
び
曳
山
修

理
保
存
に
関
す
る
指
導
・
助
言
を
し
て
い
た
だ
き
、
曳
山
や

装
飾
品
、
山
蔵
等
を
よ
り
良
い
形
で
継
承
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

専
門
委
員
会
の
開
催

　

曳
山
博
物
館
で
は
、
随
時 

年
間
観
覧
券
の
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
購
入
か
ら
一
年
間
、
い
つ
で
も
何
度
で
も
ご
入

館
い
た
だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

（
曳
山
博
物
館 

℡
０
７
４
９-

６
５-

３
３
０
０
）

 

◎
個
人
券　

一
年
間 

二
，〇
〇
〇
円
（
ご
本
人
の
み
）

◎
家
族
券　

一
年
間 

三
，〇
〇
〇
円 

（
ご
本
人
含
め
ご
家
族
五
名
様
ま
で
）

◎
法
人
券　

一
年
間 

一
〇
，〇
〇
〇
円 

（
一
回
に
つ
き
一
〇
名
様
ま
で
）

年
間
観
覧
券
の
ご
案
内

長
浜
曳
山
文
化
協
会 

職
員
異
動

館　
　

長　

 

岡
本 

保
男

学 

芸 

員　

 

紅
林 

優
輝
子

就
任

退
任

館　
　

長　

 

板
山 

英
信

事
務
局
長　

 

清
水 

義
康

学 

芸 

員　

 

坂
口 

泰
章

５月担当翁山 曳山博物館 市民サロン展示

３月担当 月宮殿 シャギリ演奏 大手通りにて

２月担当 常磐山 シャギリ演奏　長浜駅にて

５
月　

翁
山

６
月　

鳳
凰
山

７
月　

高
砂
山

８
月　

壽
山

９
月　

猩
々
丸

　

月　

春
日
山

　

月　

萬
歳
樓

1011
今
後
の
担
当

　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

5/17


